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第 2章　本渡歴史民俗資料館「石本家資料」について
―美術品の調査報告―
髙橋　沙希
　2011年 7 月29日（金）、天草市今釜新町にある天草市立本渡歴史民俗資料館を訪れた。本渡歴史民俗資
料館は、海の近くにあり、門の前から、海景が見渡せる。展示には、考古学の発掘成果や「天草五人衆」
に関する歴史資料をはじめ、天草の民家が復元されたものや、子供向けの特別展示などもあり、幅広い
地域文化の紹介が行われている。鶴田耕治館長や本多康二さんなどの学芸員の方には、地元についての
お話を聞かせていただくなど、大変お世話になった。
　今回の調査目的は、同館所蔵の石本家資料であり、とくに美術品を中心に実見を行った。石本家の文
書類の大半は、九州大学に所蔵されている。調査メンバーは、藪田貫教授、韓一瑾、張麗山、筆者の 4
名であった。調査の経験も然る事ながら、留学生とともに調査を行うということは、さらなる貴重な機
会となった。例えば、美術品に記されている漢詩を留学生が中国語で読んだところ、日本語の下し読み
とは異なる美しい言葉の響きが広がった。その時、日本人の筆者でさえ、訪れたことがなかった天草と
いう土地に、留学生とともに調査に訪れる重要さと、天草で行われた文化交渉というものを深く感じる
ことが出来た。
　本渡歴史民俗資料館の一室をお借りし、収蔵庫から作品を一つずつ運び出し、写真撮影、寸法測定、
作品観察を行った。今回の調査に基づく成果は、本文中の一覧表にまとめている。本渡歴史民俗資料館
から提供された石本家資料目録を基礎にして、寸法測定の結果、篆刻の解読、作者の情報など、新たに
明らかになったものを加えて、一覧表を作成した。
　まずは、今回調査を行った石本家資料の原蔵者である石本家について述べたい。前号の『天草諸島の
本渡歴史民俗資料館の入口部分（韓一瑾撮影） 本渡歴史民俗資料館の石看板（韓一瑾撮影）
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文化交渉学研究』1）のなかで、井上充幸氏も石本家について言及しているが、もう一度確認しておく。五
和町史編纂委員会編集による『五和町史』2）と、『九州大学九州文化史研究所紀要』3）に収録されている吉
田道也氏の「石本家略史」において、石本家についての詳細な研究成果が記されているので、それらを
参考にして、石本家の紹介を行う。
　『五和町史』を参照すると、農業、漁業で成り立っていた天草は、「江戸中期になると次第に貨幣経済
が浸透し、農・漁業を中心としながらも各種産業が興り、商品流通が活発となり、商取引によって巨富
を得る一部階層と農民との間に格差が生じ、階層の分化現象がみられるようになった」4）そうである。
　そのなかで、御領村（現天草市）においては、農業・漁業を生業としていた小山家と農業から商取引・
貿易へと進んだ石本家が最も繁栄し、銀主となった家系であった。ちなみに「銀主」を広辞苑で引くと、
「ぎんしゅ」という読みが出てくるが、地元の方は、「銀主」を「ぎんしゅ」ではなく「ぎんし」と呼ん
でいる。意味は金主と同じで、①資金を出す人。金方。銀方。②江戸時代、大名に金を貸した者。上方
では銀主という。③金銀の所有者。かねもち、と出てくる。これらの「銀主」の意味を一読するだけで
も石本家の財政の豊かさを理解することが出来よう。
　石本家は、先祖代々天草の御領村に住んでいたわけではなく、もともとは、長崎の町人の出であった。
4 代目の治兵衛が、御領村に移り住んで以来、代々この土地に定住したそうである。元祖石本了雲は、
壱岐で生まれている。その後、平戸を経て、長崎大村に移動した後、平戸町に住み、異国交易を経営し
た。慶長 3 （1598）年に没し、釋了雲という法名になっている。
　 2 代目新兵衛も壱岐出身であった。しかし、父である了雲とともに、長崎に来て異国交易を行ってい
る。彼は、「ころびきりしたん」となり法華宗本蓮寺に転宗している。正保元（1644）年に没し、法名
は、釋了円である。
　 3 代目九郎右衛門は長崎平戸町出身である。 2 代目と同じく「ころびきりしたん」となっている。寛
永20（1643）年に没している。
　 4 代目の治兵衛が先ほど述べたように、天草において初代となる人物である。彼は、寛永年間（1624
～1644年）に、御領村に移り住み、百姓となった。墓碑には、宝永 8 （1711）年 3 月27日没とある。吉
田氏が、「石本家は御領村の旧家で代々当主は勝之丞を襲名し、隠居すれば治兵衛又は平兵衛と称した。」5）
と述べているように、次の代からは当主の名前に「勝之丞」が入っていることを確認出来る。
　石本家は、治兵衛から数えて 5 代目の勝之丞義行（隠居名平兵衛、あと静馬）と 6 代目の勝之丞栄度
のときに全盛期を迎えることとなる。井上氏は、「本渡歴史民俗資料館所蔵の書画骨董コレクションの
数々は、おそらくこの時代を中心に形成されたと考えられる」6）と述べている。
 1）	荒武賢一朗・野間晴雄・藪田貫『天草諸島の文化交渉学研究』（関西大学文化交渉学教育研究拠点（ICIS）、2011年）。
 2）	五和町史編纂委員会編集『五和町史』（五和町、2002年）。
 3）	吉田道也「石本家略史」（『九州大学九州文化史研究所紀要』第三・四合併号、九州大学九州文化史研究所、1954年）。
 4）	前掲書『五和町史』584頁。
 5）	前掲書『九州大学九州文化史研究所紀要』95頁。
 6）	井上充幸「第 1 章　天草フィールドワーク生業調査の成果」（『天草諸島の文化交渉学研究』、関西大学文化交渉学教
育研究拠点（ICIS）、2011年）67頁。
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　しかしながら、天保13（1842）年、高島秋帆事件をきっかけに、家運は傾いたと記されている。高島
秋帆とは、江戸時代の鉄砲方で、長崎奉行田口喜行に、洋式砲術採用の国防意見書を提出し、見事採用
された人物であるが、高島秋帆事件について吉田氏が次のように記述しているので引用する。「天保十三
年十一月高島秋帆が外人と私かに交際したことが発覚して検挙された。高木作右衛門の女が秋帆の妻で
あるところから高木代官も取調を受けた、その際代官役所納戸金紛失の件が表沙汰となり、その為に出
入の御用達石本平兵衛勝之丞父子にも嫌疑がかヽり、長崎奉行所へ呼出され帯刀取放の上入牢仰付らる。
翌天保十四年三月高島秋帆は江戸送となり、兼々入牢中の石本平兵衛（静馬）	勝之丞父子も藤丸籠にて
江戸送となつた。」7）とある。
　その後、息子の勝之丞栄度は病死し、勝之丞義行（隠居名平兵衛、あと静馬）は獄中で、弘化元（1844）
年 3 月、57歳の時に亡くなっている。井上氏は、「それに伴い、書画骨董の類も、一部が番頭格であった
岡村家に渡るなどして散逸し、その数量はおそらく膨大なものであったと推察される。」8）と指摘してい
る。
　続いて、調査した資料について分析してみたい。資料のなかには、ひどく傷んでおり、篆刻などの文
字が消えかけていて読めないものや、誰の作品かわからないものもいくつかあった。しかし、傷んでい
ないものや、作者が把握できているものも多数あり、それらには、中国の画家による作品と日本の画家
による作品が存在していた。日本の画家については、地元の画家が多く、まさに九州という場所で収集
された作品群であるという印象を受けた。本文中に掲載されている一覧表を参照するとわかるように、
今回調査を行った作品では、日本の画家によるものが若干多かった。
　全体の作品の雰囲気としては、山水画、蘭、竹、梅などを画題にした文人画風のものが多く、そこか
ら石本家の人々の趣味を窺うことが出来る。例えば、蘭、竹、梅などは、四君子のうちの 3 つに当ては
まる。四君子とは、文人画に描かれることが多い画題で、蘭、竹、菊、梅を、それらのもつ特性から君
子、すなわち学識・礼儀・徳を持つ人物にたとえて、称えた言葉である。蘭は春で、香りと気品を、竹
は夏で、折れることない強い意志を、菊は秋で、鮮やかに咲く優雅さを、梅は冬で、寒い中で咲く強靱
さを表しているといわれる。石本家資料のなかでは、特に竹が一番多く、一覧表の資料番号6317にあた
る石本周の《墨竹図》（写真 1）や資料番号6330にあたる仙涯の《竹図画讃》をはじめ、資料番号6658に
あたる草場佩川の《水墨書画竹図》（写真 2）など、今回調査しただけでも 5 点ほどあった。もしかした
ら、お気に入りの画題であったのかもしれない。また、松、竹、梅など三友といわれる画題も数点見ら
れた。
　続いて作品の年代を調べると、資料番号6364にあたる費晴湖の《米法山水》は乾隆59（1795）年の作
品であるが、資料番号6355番にあたる柴原光彰の《松蘭図》は、大正10（1921）年の作品であり、この
2 作品から、石本家資料には、古い作品と比較的新しい作品の両方が収集されていることを把握するこ
とが出来る。また、比較的新しい作品が所蔵されていることからは、天保13（1842）年の高島秋帆事件
をきっかけに、家運が傾いたといわれている石本家が、その後も美術品を購入出来るほどは豊かであっ
 7）	前掲書『九州大学九州文化史研究所紀要』106頁。
 8）	前掲論文「第 1 章　天草フィールドワーク生業調査の成果」68頁。
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（写真 1 ） 　石本周《墨竹図》
　　　　　（資料番号6317）（全体）（篆刻）
（写真 2 ） 　草場佩川《水墨書画竹図》（全体）（部分）
　　　　　（資料番号6658）（篆刻）
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たということが判明する。
天草フィールドワーク2011　石本家資料調査一覧
※以下の表は、今回調査した作品について、本渡歴史民俗資料館から頂いた石本家資料目録を基にして、
新たに明らかになったもの（寸法測定の結果、篆刻の解読、作者の情報、作品の内容など）を加えて、
表を作成したものである。
資料番号
（目録番号）
枝番 資料 所在地 寸法
作者名・題名・年代
・内容などの作品情報
6316 掛軸 収納 87.4×51 河上 鶴立《庚辰秋日　鶴立詩画》
明治13年　紙本墨画・掛幅装　
白文方印「無欲知足」朱文方印「寉立」　押脚印白文方印「白髪少
南場」
裏に「寉立ノ画」の文字あり
河上 鶴立、文政10（1827）～明治32（1899）年。作者の息子は河
上鴻立。明治 2（1869）～ 昭和32（1957）年。天草生まれ。名は
高立、号は十里松房、鴻立、鶴沖、立々子。昭和59年11月 1 日～
昭和60年 1 月20日に、本渡市立歴史民俗資料館（現本渡歴史民俗
資料館）で展覧会「秋期特別展・河上 鶴立・鴻立親子展」が行わ
れている。
6317 掛軸 雑品庫 110. ×31.5 石本周《墨竹図》　
明治 7 年ヵ　紙本墨画・紫檀掛幅装
銘文『虚心貞節　甲戌初夏日冩於沢松書屋□（？）』白文方印1.6
×1.7「石本周印」
筆の特性を生かして竹が描かれている。勢いのある、バランスの
良い作品である。
6320 書画 雑品庫 139. ×31.7 河上鶴立《歳寒清友図》
慶応 3 年　紙本墨画・めくり　
銘文『時在丁卯新正中澣第二日　鶴立寫意』白文方印1.5×1.6
「寉立之印」
朱文方印1.6×1.7「白從」ヵ　
変色シミ破れ
6323 2 掛軸 － 1 の中 111. ×46.5 源子凰《虎図》
年代不明　絹本着色・象牙掛幅装　
銘文『辛巳秋日源子鳳寫』白文方印2.4×2.3　朱文方印2.3×2.4
『源子鳳』（押脚印）朱文楕円印3.6×2.3
二匹の虎が、まるで猫のように、大人しく落ち着いた雰囲気で描
かれている。
6325 2 掛軸 － 1 の中 115. ×59.7 張復　題名不明
中国明時代　扇面墨画淡彩・掛幅装　
銘文『丙寅四月為□□（破れ）詩文ヵ　張復時年八十有一』
朱文下駄印1.4×0.8
木の葉が、筆を置くようにして描かれている。
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資料番号
（目録番号）
枝番 資料 所在地 寸法
作者名・題名・年代
・内容などの作品情報
6330 1 書画 収納 126×31.9 仙涯《竹図画讃》
江戸時代　紙本墨画・仮表装　
朱文変形印3.0×2.0「仙厓」
銘文『仙厓道人』
竹が描かれたシンプルな画面である。力まずに描かれている印象
をもつ。
6346 1 掛軸 収納箱 111. ×43.5 丹泉《渓山烟雨図》
清時代光緒13年
紙本墨画淡彩・紫檀掛幅装　
銘『光緒丁亥　秋日　丹泉寫』　
白文方印2.1×2.1　朱文方印2.2×2.2「丹泉」
6347 1 掛軸 収納箱 122. ×31.2 柴原光彰（梅村・二翠・五松山人）
《霊芝図》年代不明
紙本墨画・紫檀掛幅装
銘『己丑春日還暦自述柴二翠』
（引首印）白文長方印2.1×0.7（押脚印）朱文方印4.0×3.7　白文
方印2.0×2.0　白文方印2.0×2.0「白髪書生」
霊芝とは、マンネンタケ科のキノコ。中国では効能が強く信じら
れ、漢方として、珍重されていた。また、単に霊妙な働きを行う
キノコを指すこともある。
6354 1 書画 収納箱 133×31.5 柴原光彰（梅村・二翠・五松山人）
《墨梅図》大正10年
紙本墨画・めくり（裏打なし）
銘文『辛酉春日於潜龍園　梅邨』
（引首印）朱文長方印2.6×1.1「古之墨」　（押脚印）方印1.7×1.7
「柳橋春両軒」　白文方印2.0×2.0　白文方印2.1×2.1「白髪書
生」　破れ・傷みが激しい。
梅が力強く、大胆に描かれている。
6355 書画 収納箱 133×32 柴原光彰（梅村・二翠・五松山人）
《松蘭図》大正10年
紙本墨画・めくり（裏打なし）　
白文方印2.1×2.1「白髪書生」
白文方印2.0×2.0　屏風絵
6354と対？傷みが激しい。
松が力強く、大胆に描かれている。
6362 書画額 収納 133×57
アクリル板
矢野 雪叟（安良）《仙人図》
年代不明　紙本墨画・めくり（印章部分を欠く）　
虫喰い No.6366・6367と一連のもの
矢野雪叟（安良）、正徳 4（1714）～明和 2（1765）年。矢野家 4
代目。肥後熊本藩細川家の絵師、矢野茂安に師事。矢野派様式を
発展させた。本姓は山田。名は安良。通称は喜三左衛門。別号に
竜谷。
矢野派とは、江戸時代、肥後細川藩の御用絵師の一派。雲谷派の
流れがある。
張果老が描かれている。
本作品は、本書掲載の論文で紹介されている。
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資料番号
（目録番号）
枝番 資料 所在地 寸法
作者名・題名・年代
・内容などの作品情報
6364 2 掛軸 － 1 の中 187×53 費晴湖《米法山水》
乾隆59年　絹本墨画・象牙掛幅装　
銘『茗渓費晴湖』
白文方印0.7×0.8　朱文方印0.9×0.8　
「米法山水」とは、米点（べいてん・中国の山水画の筆の使い方の
ひとつで、絵を見ればわかるように、筆を横にして、平たく打っ
た墨の点）を用いて描かれた山水画のこと。
6365 1 掛軸 115.1×33 甲斐青萍《楠公袂別図》
年代不明　絹本着色・掛幅装
朱文方印1.5×1.7「青萍」
本作品は、本書掲載の論文で紹介されている。
6366 水墨画 収納箱 134×52 矢野雪叟（安良）《梅月図》
年代不明　紙本墨画・めくり　
朱文鼎印3.7×4.2「安良之印」　
水入・虫喰い　要表装　裏に墨書『ろ七』　
No.6362・6367と一連の屏風絵
本作品は、本書掲載の論文で紹介されている。
6367 水墨画 収納箱 129.5×52 矢野雪叟（安良）《葦雁図》
年代不明　紙本墨画・めくり　
朱文鼎印3.7×4.2「安良之印」
要表装　
No.6362・6366と一連の屏風絵
本作品は、本書掲載の論文で紹介されている。
6370 1 掛軸 収納箱 53×38.8 即非如一《達磨画賛》
江戸時代　絹本墨画・象牙軸掛幅装
（引首印）白文長方印4.3×2.0「臨済正宗」（押脚印）朱文方印3.5
×2.8「如一之印」白文方印2.4×2.7「即非道人」
6371 2 掛軸 － 1 の中 106. ×28.5 獨尽堪画《白衣観音図》隠元賛
年代不明　紙本墨画・象牙掛幅装
銘文『檗山比丘獨湛瑩拝寫』白文方印1.9×2.0　白文方印1.9×
2.0（賛の印）白文方印2.9×2.9「隠元之印」朱文方印2.9×2.9
「隆琦」（引首印）朱文楕円印4.0×2.5「臨済正宗」
6373 扇 箱⑨ 17.2×48.8 西肥翠陰（遊印）《水墨山水図》
大正11年　要破損
6595 2 書画 － 1 の中 156.5×68 柴道人　題名不明
大正十年辛酉初夏　絹本墨画　
関防印　表装なし　シミ
6656 1 屏風 134×47.3
6 曲 1 隻
作者不明　著色鳥瞰図風俗《友硯宴之》
年代不明
町の様子が描かれている。赤色が効果的に使用されている。
周縁の文化交渉学シリーズ 8 　天草諸島の歴史と現在
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6658 屏風 収蔵庫① 52.5×140.6
6 曲 1 隻
草場佩川《水墨書画竹図》
年代不明
白文方印（押脚印）「佩川」、白文楕円印「濯纓」、白文円印「竹香
（？）」　
表具傷み　七言絶句『文蘇有別伝機玉…』『正是梅宵断後天…』
『宿以本不流芳時…』『南陸日行回一陽三竿残暑…』『東□秋南趣
風満…』『此君生也直考節…』季節順？
草場佩川、天明 7 （1787）年～。近世後期の儒学者・漢詩人・画
家。「珮川」号に加え、嘉永三年以後から、「佩川」号も使用する
ようになった。佐賀県立博物館に多数の作品が所蔵されている。
非常に人気が高く、贋作が多く市場に出回った。（参考文献：武田
耕一「草場佩川―漢詩と絵画を中心として」（『日本地域文化ラ
イブラリー 5 　肥後の歴史と文化』、行人社、2010年）。
石本家資料である本作品も、詳しい調査が必要となってくるが、
この作品に記されている文字は、バランスが素晴らしく、四季折々
の竹の描写も、風を感じる動きのあるものとなっている。
6659 屏風 収蔵庫① 112×42.2
6 曲
狩野伊川永信　題名不明
年代不明　紙本墨画　屏風装
「伊川院法印筆」白文方印「伊川院法印」表具は別物より転用　紙
ヤケ　芙蓉図は本紙に猫ヵの爪掻き跡あり
狩野伊川永信、安永 4 （1775）～文政11（1828）年。号は伊川玄
賞齋　狩野惟信（養川院）の長男として江戸に生まれ、木挽町狩
野家を継ぐ。享和 2 （1802）年法印となる。非常に努力家で模写
を重視したと伝えられる。作例に『山水図』双幅（東京国立博物
館蔵）がある。
屏風の裏が破れており、そこから文字の多く書かれた紙が見える。
6673 1 書画 － 2 の中 表紙
17.5×14.4
中身
17.4×14.2
画面のみ
13.5×10.6
二つ折
12枚＋ 2
1 、表紙
2 、白紙
3 ～14、
画面
15、白紙
16、裏表紙
帆足杏雨《杏雨先生臥遊帖　花卉一二頁》江戸時代
（関防印）白文楕円印　朱文方印「杏雨」白文方印絹本淡彩・折本
装表紙　桐箱『杏雨先生画帖』入り　
帆足杏雨、文化 7 （1810）～明治17（1884）年。名を遠（えん）、
字を致大（ちだい）、幼名熊太郎（のち庸平と改名）、号は杏雨。
豊後国臼杵領戸次市組（現在の大分市戸次）の庄屋帆足統度の四
男として生まれる。帆足家は当時の地方文化の担い手の一つで、
杏雨の父や兄は俳諧や書画に親しむ人物であった。
画面は、全部で、12場面。わずか13.5×10.6の場面に、四季折々
の動植物と文字が緻密に描かれている。篆刻も非常に小さい。画
面ひとつめ（三枚目にあたる）の篆刻の傍に小さな蜜蜂が飛んで
いる。篆刻・文字などの構図のバランスが良く、色彩も美しい。
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　以上が今回調査した作品である。これほどの作品を収集することが出来たという事実は、石本家の繁
栄を把握する大きな材料のひとつともなっている。石本家がこのような貴重な美術品を収集出来たのは
貿易を生業としていたこととも関係しているであろう。しかしどのようなルートで入手していたのかと
いうことは、今回の資料だけでは明らかにすることが出来なかった。一部の美術品に関する石本家文書
については、本書掲載の中山創太氏による「石本家文書と肥後藩御用絵師矢野雪叟の一考察」（次章）に
て、紹介されているので、参照していただきたい。石本家資料としては、今回一覧表に示した以外にも、
まだ美術品が残されている。絵画だけではなく、漆器や陶芸品などもあり、非常に興味深い。

